
小田原駅を中心としたエネルギーとまちづくりのマネジメントの融合構想
～地産地消のエネルギーを活用し、地域で人と資金が循環する仕組みを作って「明かりが落ちない商店街」を実現～

代表提案者 一般社団法人 エネルギーから経済を考える経営者ネットワーク会議

協同提案者 小田原箱根商工会議所（予定）

●地域エネルギー関連事業者と連携し、
商店街というコミュニティでエネルギーマ
ネジメントを行う。

●地域エネルギー関連事業者の売り上
げの一部を商店街のエリアマネジメント
の運営資金として支援することで、地域
に資金が循環する仕組みを構築する。

●中心市街地と主要施設間の移動のグ
リーン化（EVバス）により脱炭素社会へ
貢献する。

【構想の全体像】

【LP1のイメージ】

① 中心市街地のにぎわいづくり、まちづくりと連動した
商業振興

② まち歩き観光の推進
③ エネルギーの地域自給に向けた取組の推進
④ 魅力ある地域資源の活用と産業の連携
⑤ 小田原駅・小田原城周辺のまちづくり
⑥ 誰もが移動しやすい交通環境づくり

• 小田原市立地適正化計画 ～都市機能誘導区域
編～（2017.3策定）

• 小田原市エネルギー計画（2015.10策定）
• 小田原市公共交通総合連携計画（2013.3策定）

• 小田原市の再生可能エネルギー等を活用したエネ
ルギーマネジメントの取組み（2017.7協定締結）

• 合同会社まち元気小田原（まちづくり会社）（2011.4
組織化）

① 公共交通利用者の減少
② 中心市街地の空洞化
③ エネルギーの地域自給力の不足

LP1 CEMSとエリアマネジメントの融合による地域
エネルギー管理

LP2 再生可能エネルギー活用による脱炭素型交通
体系の構築

第5次小田原市総合計画・後期基本計画（2017.3策定）

上位・関連計画

公民連携の取組み

地域の課題【LP2の目指す目標】


